
年間授業計画

高等学校 令和８年度  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2,3 年次 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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上水 教科 芸術 書道探究

芸術 書道探究 2

鑑賞や創作の活動を通して、表現の意図をもって構想を立て、書のよさや美しさを生かして工夫し、表現す
るとともに、作品の価値や特徴を捉え、根拠をもって言葉で伝える力を養う。

自作プリント

芸術
芸術に関する幅広い活動を通して、感性を働かせ、創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばすとともに、芸術文
化についての理解を深める。また、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育て、豊かな情操を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
書の表現に関する知識を理解するとともに、用筆・運筆や字形、構成などの技能を身に付け、表現の
意図に応じて適切に用いる力を身に付ける。

芸術を生涯にわたって愛好する心情を育て、豊かな情操を養う。

書道探究
書の伝統と文化への理解を深め、古典の臨書・鑑賞を通して表現力を高めるとともに、自ら主題を
設定し探究的に作品制作を行う力を育成する。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の伝統や文化、古典の特徴（用筆・結構・章
法）について理解するとともに、臨書等を通して
基礎的・基本的な技能を身に付け、意図に応じて
表現できるようにする。

感性や想像力を働かせて主題を設定し、古典を
踏まえて構想を練り、創造的に表現するととも
に、作品のよさや美しさを感じ取り、表現に生
かす力を養う。

書の表現や鑑賞に主体的に関わり、自ら課題を設
定して探究的に学習に取り組み、試行錯誤しなが
ら表現を高めようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
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■書の多様性の理解と鑑賞
・書の多様な表現や古典作品につ
いて鑑賞を通して理解し、書に対
する関心を高める。
・書風や表現の違いに気づき、そ
の特徴を言葉で捉える力を養う。
・今後の学習に向けて、自身の関
心や課題を見いだそうとする力を
育てる。

・オリエンテーション
・文房四宝の扱い、姿勢、執
筆法の確認
・古典作品の鑑賞（複数の書
風の比較）
・書風の観察（線質、字形、
構成、全体の印象）
・書家や作品の基礎情報
・ワークシートを用いた気づ
きの整理と言語化

【知識及び技能】
・書の多様な書風や表現の違いについて理
解している。
・用具や基本的な筆の扱いについて理解し
ている。
【思考力・判断力・表現力】
・鑑賞を通して書風の特徴に気づき、言葉
で表現している。
・作品の違いやよさについて、自分の考え
を持って捉えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・書の表現や古典に関心をもち、鑑賞や活動
に取り組んでいる。
・自身の関心や課題を見いだそうとしてい
る。

■書の基礎と表現の再構築
・古典臨書を通して、用筆、結
構、章法などの基礎的な技能を再
確認し、表現の基盤を確立する。
・主体的に課題に向き合い、試行
錯誤しながら表現を深める。

■古典の比較と表現への応用
・楷書、行書、草書の特徴を理解
し、違いを意識しながら表現の幅
を広げる。
・複数の古典作品を比較し、それ
ぞれの書風や表現意図を理解す
る。
・古典の特徴を踏まえ、自らの表
現に応用する力を養う。
・鑑賞や言語化を通して、表現に
対する理解を深める。
・臨書を通し、書家について進ん
で調べる。

・作品制作
・臨書（複数の古典）
・形臨（古典の特徴を活かし
た表現）
・書風の分析
・書家についての調査（生
涯、時代背景、作風）
・作品成立の背景（文化、思
想）
・調査内容の共有
・鑑賞レポート作成
・古典作品の比較鑑賞（楷
書、行書、草書）

【知識及び技能】
・古典の特徴を理解し、書風の違いを再現
できる。
・基本的な筆使いを身に付け、安定した表
現ができる。
【思考力・判断力・表現力】
・特徴を意識して表現している。
・書風の違いや表現の特徴を比較し、自身
の課題を捉えている。
・書家や作品の背景を踏まえて、その特徴
や価値を考察している。
・調査した内容を基に、表現意図に応じた
工夫を行っている。
・自分の考えを言葉や作品で適切に表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・課題に応じて自ら問いを立て、臨書、調
査、表現活動に取り組んでいる。
・調査結果を基に、自身の表現を見直し深
めようとしている。

■古典の理解を踏まえた表現の
工夫
・古典の書風や表現の特徴を踏ま
え、それらを生かした表現方法を
理解する。
・表現の意図に応じて、書風や構
成を工夫する力を養う。
・試行錯誤を通して、自身の表現
を見直し、よりよい表現を目指そ
うとする力を育てる。

■テーマに基づく表現の探究
・表現テーマを設定し、それに基
づいた構想を立てる力を養う。
・古典の理解やこれまでの学習を
踏まえ、主体的に作品制作に取り
組む。
・表現意図を明確にし、それを作
品として具体化する力を高める。

・古典の復習と特徴の整理
・意臨（古典の特徴を生かし
た表現）
・表現の工夫（線質、字形、
構成）
・テーマに基づく作品制作
・調査活動（必要に応じて書
家や表現の研究）
・試作と改善
・振り返り

・テーマ設定（言葉、内容の
選択）
・構想（書風、構成、表現方
法の計画）
・作品制作（試作→改善→完
成）
・表現の工夫（余白、バラン
ス、線質など）
・振り返りと自己評価

【知識及び技能】
・古典の特徴を理解し、それを表現に生かし
ている。
・意図に応じた書風や表現方法を理解し、筆
使いや構成を工夫して作品に生かし、表現と
して成立させている。
【思考力・判断力・表現力】
・テーマに基づいて構想を立て、表現意図を
明確にしている。
・試作や振り返りを通して、表現を発展させ
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自ら課題を設定し、主体的に制作に取り組
んでいる。
・自身の表現を見直し、向上させようと表現
活動に取り組んでいる。
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■自己表現の深化と発信
・これまでの学習を生かし、自己
の表現を深める。
・作品の意図や工夫を言語化し、
他者に伝える力を養う。
・他者の表現を尊重し、相互に学
び合う態度を育てる。

・作品制作（発展、仕上げ）
・作品の解説文作成
・鑑賞・講評会（相互評価）
・発表活動
・振り返り（年間の学びの整
理）

【知識及び技能】
・これまでに身に付けた技能を活用し、安
定した表現ができる。
・意図に応じた表現方法を適切に用いてい
る。
【思考力・判断力・表現力】
・作品の表現意図や工夫を明確にし、言葉
で説明している。
・他者の作品のよさや違いを理解し、考え
を深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自己の表現を見直し、よりよい作品を目指
している。
・他者との関わりを通して学びを深めようと
している。


